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会議報告

FEL2012 現地実行委員

LOC Chair of FEL2012, Hideaki OHGAKI＊

もあり，幸いにも投票の結果 2012 年の日本開催が決
定された．この時の開催地予定地は京都で，京都大学
を使用することを考えていた．しかし，2010年の国際
加速器会議（IPAC2010）が，会場は異なるものの，や
はり京都で開催されることもあり，開催地を奈良に変
更した．奈良は予想外に関西空港からのアクセスが良
い事や，京都，大阪へのアクセスも容易であること，
歴史的な寺院等が数多くある事，更に，何より新公会
堂の能ホールが魅力的であり，2011 年の FEL2011
（Shanghai，中国）での IEC会議において，開催会場
の変更が満場一致で認められた．この会議で同時に，
プログラム委員長，現地組織委員が認められ，第 1回
目の組織委員会が開催された．プログラム委員はメー
ルベースでの委員依頼が行われ，世界各国の 26名か
ら組織された．一方，現地組織委員は関西での開催で
はあるものの，オール日本の 15名の体制で臨む事と
した．
　第 2回の現地組織委員会は 2012 年 1月に奈良にお
いて行い，会場の視察を行なった．この後，現地組織
委員会はEVOシステム 1）を利用したWEB会議を月 1
回のペースで行い，最終会議を直前の加速器学会にお
いて開催した．
　なお FEL会議は他の加速器関係の国際会議同様，
JACoW の Proceeding システム（Scientifi c Program 
Management System，SPMS）を使用するため，上海
でのFEL2011 から既に，Editing teamに日本大学の田
中俊成教授と京都大学の全助教が加わり，編集作業に
携わっていた．しかしながら，SPMSを稼働させるた
めの環境作り等が必要であり，KEKの白川明広氏に
参加頂き，ご尽力頂いた．
　また，開催にあたり予算確保が一番の問題であった

1.　はじめに

　第34回自由電子レーザー国際会議（The International 
Free Electron Laser Conference， FEL2012）が 2012年
8月 26日から 31日の日程で，奈良県新公会堂にて開
催された．
　本会議は自由電子レーザーに関する唯一の国際会議
であり，これまで毎年，米国，欧州，アジアの 3箇所
で順番に開催してきている．わが国では 2003 年に原
子力機構（JAEA）の主催により，つくばにて行って
以来の主催となる．今回のFEL2012 は，京都大学と
RIKEN SPring -8/JASRI が共催し，沖縄科学技術大
学の新竹積教授が国際組織委員会の議長を，東北大学
の濱広幸教授とRIKEN SPring -8 の田中均博士がプロ
グラム委員会の議長を，RIKEN SPring -8 の大竹雄次
博士と京都大学の大垣とが現地実行委員会の議長を務
めた．
　FEL2012 では，FEL発生のための加速器に関する
研究やレーザー技術に関する議論の他，FELを利用し
たサイエンスの話題まで網羅する国際会議である．本
報告では，主催者サイドとして，FEL2012 会議を振り
返って記してみたいと思う．

2.　会議準備

　本会議は国際委員会（International Executive 
Committee， IEC）の会議において，次の 3年先の開催
地が選ばれる．このため，我々は 2008 年の FEL2008
（Liverpool，UK）での IEC会議に出席し，誘致のため
のプレゼンテーションを行なった．当時 SPring-8 で
は X線 FEL の装置が建設中であり，X線の発振を
2011 年に，また利用開始を 2012 年に設定していた事
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が，RIKEN SPring-8/JASRI，京都大学，加速器奨
励会等の寄付やグラントを頂いた上，現地組織委員の
各所属機関からの援助，更には数多くの企業展示や寄
付を頂いた御蔭で何とか開催に漕ぎ着けた．ここで企
業展示の勧誘に奔走頂いた，峰原英介博士（若狭湾エ
ネルギーセンター）のお名前を記さないわけには行か
ない．

3.　会議の概要

　本会議には登録参加者 256名を数え，そのうち学生
の参加者は 35名であった．会議では加速器奨励会の
ご援助を賜り，このうち12名を参加費全額免除とした．
やや学生の参加者数が少ないのが気になるところであ
るが，加速器の分野では学生数が減少しているようで
あり，これも致し方ないところなのであろう．その他
に 28社の企業展示ブースから 70名以上の出席者を得
た．企業展示の方々の中には，講演聴講やバンケット
出席等，本会議への積極的な参加を頂いた．また主に
奈良県のボランティアからなる 50名以上のサポート
スタッフに支えられた会議であった．
　奈良市は，およそ 1200頭もの（餌付けや管理がされ
ているとは言え）野生の鹿と人間の共存する世界的に
も珍しい都市で，海外からの参加者の多くは会場の位
置する奈良公園の鹿に少なからず驚いたことであろう．
　28～ 30日にかけての 3日間は，隣接する飛火野園
地で鹿寄せを開催した（図 1）が，会議開始前の早朝
に実施したこともあり，参加した人は思いのほか少な
かった．一方，新公会堂前の芝生では連日鹿せんべい
を片手に鹿と戯れる参加者が多く見られ，鹿のほうも，
状況を理解したのか会議後半にかけて会場前の鹿密度
が徐々に高くなってきていた．
　
　学術講演に関しては，55件の口頭発表と 2件のプレ

ナリー講演，2件の招待講演と，206 件のポスター発
表が行われた．本会議は歴史的にシングルセッション
のみで行われてきており，様々な内容の公演を全て聞
くことが可能である．以下に簡単に学術講演を振り
返ってみる．
　初日のオープニング直後，FEL Prize Lecture -1 と
して昨年の受賞者である新竹積氏の講演が行われた．
新竹氏はSACLA XFELの開発の経緯を振り返りなが
ら各要素技術開発に貢献した研究者を紹介し，その功
績を讃えた．また，透過型電子顕微鏡と対比しながら
コヒーレントX線の応用についての展望を語った．
　恒例の First Lasing のセッションは Status Report と
まとめて New Lasing and Status Report として行われ
た．今回は Fritz-Haber-Institut の IR FEL， Radboud 
University の FLARE，FERMI@Elettra の FEL-2 が 
fi rst lasing を報告した．その他，既に発振を達成して
いる SACLA や 2015 年完成予定の European XFEL の
現状報告などがなされた．
　午後は FEL Theory のセッションとなったが，その
中で今年の Young FEL Scientist Award を受賞した D. 
Ratner 氏の発表が invited talk として行われた．シー
ドFELにおけるレーザー位相の効果についての議論
であった．
　2日目の午前はSeeding and Seeded FELs のセッショ
ンと XFELs のセッションが行われた．共に短波長領
域の SASE FEL に関連するトピックスが発表された
が，特に目立っていたのが LCLS で実施されている 
self-seeding に関するもので，関連する報告が 2つの
セッション合わせて3件あった．これは前段のアンジュ
レータから得られた SASEビームをモノクロメータで
分光し，それを後段のアンジュレータによるシングル
パスFELのシードとして用いる方法である．ショッ
ト毎の強度の安定性についてはさほど利点はないよう
だが，得られるX線のバンド幅に関しては大幅な改善
がみられたようである．今後，この領域での標準的な
手法となっていくのではないかと感じた．
　午後には Oscillator FELs and Storage Ring FELs の
セッションが行われた．ここでは実験成果の報告は無
く，新しい形式のFELの提案やシミュレーションに
ついての発表がなされた．XFELの発振達成という情
勢もあってか，共振器型FELでもX線領域を狙った
ものが K.-J. Kim氏と V. N. Litvinenko 氏からそれぞ
れ提案された．ここ数年， Kim氏はERLのような加速
器と結晶をミラーとして用いる共振器を組み合わせた
XFELOに精力的に取り組んでいるが，X線ミラーの
候補となっているダイヤモンド単結晶の品質向上が近

図 1　早朝に隣接する飛火野園地で開催した鹿寄せの
風景
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年目覚ましい様で，かなり現実味を感じるようになっ
てきた．XFELOの応用としてメスバウアー核種の核
共鳴や重力の計測など，基礎物理への応用に言及して
いたのが印象的であった．
　2日目の最後のセッションとして，東北大の上田潔
氏の特別講演が行われた．短波長領域のSASE FELの
ユーザという視点から，EUV～ X線領域のコヒーレ
ントで強力な短パルス光源によって可能となる応用研
究についてのレクチャーであった．
　3日目は午前に FEL Technology -1 と Beam Physics 
for FEL のセッションが行われ，光陰極電子銃のよう
な要素技術や，可視領域の遷移放射（OTR）や回折放
射（ODR）を利用したビーム診断などの発表があった．
午後のセッションは THz and Long Wavelength FELs 
で，主にTHz領域の施設・プロジェクトの現状報告
がなされた．THz光源としてのFELにフォーカスし
たのはこのセッションのみであったが，コヒーレント
シンクロトロン放射（CSR）のTHz光源への応用やビー
ム計測にTHz光を用いた手法の開発など，何らかの
形でTHz光が関わるトピックスが多くなったという
印象を受けた．この日の最後のセッションとして行わ
れた特別講演は，京大の田中耕一郎氏によるもので，
高強度THz光がつくる局所的に強い電場を利用した
非線形効果などについての解説があった．現在のFEL
研究の状況を反映し，2つの特別講演はX線とTHz
という両極端の波長領域における応用研究に関するも
のであった．
　4日目の最初のセッションは FEL Technology -2 で，
ポンプ -プローブ実験におけるタイミング技術やX線
集光系，IRパルス計測法など主にFELの応用側に有
用と思われる研究の発表があった．続く New 
Concepts は現時点での実現性よりも将来のブレークス
ルーを狙ったものにフォーカスしたセッションで，
レーザープラズマ加速器によるFELなどの発表があっ
た．午後のセッションは FEL Technology -3 となり，
実際にSASE FEL施設で行われている FEL光の計測
技術やそれに基づいたアンジュレータのコミッショニ
ングなどの報告があった．この日の最後のセッション
は FEL Applications で，3件の発表すべて invited talk 
であった．先行する SASE FEL を用いたポンプ -プ
ローブ実験など，FELのパルス特性を利用した応用の
トピックスが中心であった．
　最終日の最初は Progress and Projects のセッション
で，LBNLの NGLS や フランスの LUNEX5 など紫外
～X線の短波長領域を狙うFELプロジェクトの報告
があった．ここで，PSI の SwissFELの発表ではFEL

自体はX線領域であるのにもかかわらず，近赤外レー
ザーによるポンプでTHz光源となる有機結晶が取り
上げられていたのが印象的であった．強力なパルス
THz光源の開発に関心が集まっていることが窺える．
　Closing 直前の最後のセッションは，昨年 2011 Young 
FEL Scientist Award を受賞した M. Labat 女史による 
FEL  Prize Lecture -2 であった．LUNEX5プロジェク
トなど seeded FELについての講演であった．
　これらの口頭発表は能楽ホールで実施したが，ホー
ルに入るとまず，誰もが気づくのが檜の香りであり，
そして能楽発祥の地でもある奈良の誇る格調高い能舞
台の厳かな雰囲気に驚いたことであろう．この舞台は
能舞台の形式が確立した室町時代の様式にできるだけ
合わせて作られた本格的なもので，古典芸能の実演で
その真の素晴らしさを体感してもらおうと，月曜日の
学術セッション終了後に京都大学能楽部狂言会による
狂言鑑賞会を実施した．狂言鑑賞会ではまず，狂言の
歴史や背景，さらには基本動作の実演解説が行われ，
その後実際に「神鳴（かみなり）」の公演が行われた（図
2）．医者とカミナリ様との間のコミカルな様子が非常
に印象的であった．鑑賞会は八丁良子女史に司会を依
頼したが，観客は八丁女史の小気味よいトークに魅了
され，また，狂言のお師匠さんを交えてのQ&Aコー
ナーも大いに盛り上がった．
　ポスターセッションは初日～ 4日目までの 4日間行
われた．若干の違いはあるものの，基本的にはその日
の口頭発表のセッションに合わせてカテゴリ分けさ
れ，2つの会場を使って実施された． 幾つかのポスター
が掲示されていなかったのは残念ではあるが，昨今の
国際会議の多さから考えると，致し方ないところであ
ろう．
　最終日の31日の午後からは播磨のSACLAでの施設
見学が行われた．奈良からはバスで片道 3時間を見込
み，100 名を超える参加者には，全員，昼食を車内で

図 2　京大能楽部狂言会による狂言「神鳴」

33

大垣先生.indd   175 12.10.23   0:32:22 PM



J. Particle Accelerator Society of Japan, Vol. 9, No. 3, 2012 176

FEL2012 現地実行委員

34

さんによる高速餅つきでは，会議参加者も交えた餅つ
きの実演が行われ，大いに盛り上がった（図 4）．また，
地元奈良の地酒による利き酒コーナーや，新竹議長お
膝もとの泡盛，ワインバーも大盛況であった．

4.　反省と課題

　当初に述べたように，本会議ではWebを使ったア
ブストラクトの受付，プロシーディングスの投稿，査
読に，例年通り JACoWの SPMSを利用した．また，
プロシーディングスや発表資料のデータサーバ，会議

図 4　参加者も交えた高速餅つき

図 5　会議初日撮影した参加者の集合写真

図 3　乾杯の音頭を取る新竹議長

の弁当で済ますということで対応して頂いた．また，
現地ではSACLAのスタッフの皆さんに誘導，説明等
ご尽力頂いた．
　最後に学術講演とは別に，国際会議では重要な評価
対象となるバンケットについて報告する．バンケット
は 29日水曜日の特別講演の終了後，日航奈良ホテル
に会場を移して行われた．JASRI の野田理事及び，京
都大学の吉川研究担当理事のウェルカムアドレスに続
き，奈良の地酒を使った鏡開きと，新竹議長による乾
杯の音頭で幕が開いた（図 3）．奈良三条通りの中谷堂
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のホームページのサーバはSPring-8 のサーバを使用さ
せて頂いた．
　システムの運用に関しては小さな問題は少なからず
有ったものの，JACoWメンバーのオンサイトでの迅
速な対応により大きな問題とはならなかった．ただ，
諸事情によりSPMSのデータからアブストラクトブッ
クレット用の原稿を手動で作成せざるを得なかった
為，この作業に多くの時間を割く必要があった．また，
約 260 件の発表に対して，総勢 10 名と十分な数の
Editor にて気合を入れて会議に臨んだにも関らず，プ
ロシーディングスの提出率が会議終了時点において約
60%に留まり，会議終了後に多くの編集作業が残って
しまった．近年，後の原著論文投稿の為に，発表はす
るがプロシーディングスを提出しない参加者の割合が
年々増加しており，残り 40%の内，何件のプロシーディ
ングスが投稿されるかは未知数である．今後，こういっ
た発表者が増加していくにあたり，編集作業・プロシー
ディングスの出版を迅速に行う為にも，何らかの改善・
対応策が必要ではないかと考えられる．

参考文献
 1） http://evo.caltech.edu/evoGate/図 6　FEL2012 のポスター
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